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こ
れ
か
ら
の
社
会
に
必
要
な

情
報
活
用
能
力

　
今
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

等
の
情
報
機
器
は
、
生
活
す
る
上
で
欠

か
せ
な
い
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。
情

報
技
術
の
進
歩
が
産
業
面
に
与
え
る
影

響
も
大
き
く
、今
後
は
、ド
ロ
ー
ン（
無

人
航
空
機
）
に
よ
る
宅
配
や
無
人
ト
ラ

ク
タ
ー
に
よ
る
農
作
業
等
、
技
術
革
新

が
進
み
、
私
た
ち
の
生
活
に
大
き
な
変

化
を
も
た
ら
す
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、

急
速
に
進
展
す
る
情
報
社
会
に
対
応
で

き
る
力
を
習
得
す
る
こ
と
は
、
大
変
重

要
で
す
。
来
年
度
か
ら
国
の
学
習
指
導

要
領
が
大
幅
に
改
訂
さ
れ
、
小
学
校
で

は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
が
必
修
に
な

り
ま
す
。
新
要
領
で
は
、
情
報
や
情
報

技
術
を
活
用
し
て
、
問
題
を
発
見
・
解

決
し
た
り
、
自
分
の
考
え
を
形
成
し
た

り
す
る
情
報
活
用
能
力
を
、
全
て
の
学

習
の
基
盤
と
な
る
能
力
の
一
つ
と
し
て

位
置
付
け
て
い
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入

　
市
で
は
、
市
立
学
校
の
情
報
機
器
の

環
境
整
備
を
進
め
て
お
り
、
平
成
29
年

度
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
本
格
導
入

を
開
始
し
ま
し
た
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

は
、
液
晶
の
大
き
な
画
面
を
指
先
で
触

れ
て
操
作
す
る
情
報
機
器
。
携
帯
可
能

で
、
写
真
を
撮
っ
た
り
、
調
べ
も
の
を

し
た
り
と
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
が
あ
り
ま

す
。
本
年
度
で
、
小
学
校
1
校
当
た
り

約
40
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
が

全
て
完
了
し
、
今
後
は
中
学
校
や
特
別

支
援
学
校
等
に
も
整
備
を
拡
大
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
７
月
に
は
、「
仙
台
市

学
校
教
育
の
情
報
化
推
進
方
針
」
を
策

定
。
情
報
活
用
能
力
の
育
成
に
向
け
て
、

あ
ら
ゆ
る
学
習
場
面
を
通
じ
て
体
系
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

児
童
生
徒
の
よ
り
深
い
学
び

や
能
力
ア
ッ
プ
の
手
助
け
に

　
学
校
で
は
、
各
教
科
で
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
活
用
し
た
授
業
を
展
開
。
児
童

生
徒
自
ら
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
情
報

を
集
め
た
り
、
植
物
な
ど
の
写
真
を
撮

影
し
た
り
す
る
ほ
か
、
自
分
の
発
表
の

様
子
を
動
画
で
記
録
・
再
生
し
、
聞
き

手
に
伝
わ
る
話
し
方
を
考
え
た
り
す
る

こ
と
も
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
て
、

必
要
な
情
報
を
収
集
・
整
理
、
時
に
は
、

グ
ル
ー
プ
で
議
論
し
な
が
ら
、
自
分
の

考
え
を
ま
と
め
、
分
か
り
や
す
く
相
手

に
伝
え
る
力
を
身
に
付
け
て
い
ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
活
用
し
た
さ
ま
ざ

ま
な
授
業
は
、
児
童
生
徒
の
集
中
力
を

高
め
、
理
解
力
や
判
断
力
な
ど
の
向
上

に
結
び
付
い
て
い
ま
す
。

　
未
来
を
生
き
る
子
ど
も
た
ち
が
情
報

活
用
能
力
を
生
か
し
、
自
ら
学
び
、
考

え
、
課
題
解
決
を
図
る
力
を
育
む
教
育

を
実
践
し
て
い
き
ま
す
。

実際にタブレット端末をどう使っているの？
―東二番丁小学校６年生　図工の授業にお邪魔しました

２日目

１日目 　先生からの説明後、児童の皆さんは各
自タブレット端末を持って、校舎内や校

　今回の授業は「クローズアップで見える新世界」。
身近にある場所や物を接写で撮影し、その形や色
に注目して、そこから広がる物語を想像して絵を
描きます。

　グループで撮影した画像がどんな風に
見えるか話し合い、絵のモチーフとなる

庭に出掛けて撮影をスタート。黒板や傘、花壇な
どさまざまな被写体に近づき、撮影します。見慣
れた物でもクローズアップすることで新たな発見

画像を決めます。「水槽の
泡を拡大するとクラゲに見
える」など、友達のアドバ
イスを聞いてアイデアが広
がる様子。続いて、教室の
モニターに画像を映して話

タブレット端末を
使った新しい学び方
この特集に関するお問い合わせは
教育指導課☎214･8421、FAX264･4437

が。「黒板は星空みたい」「壁の
染みがウサギに見える」と互い
の画像を見せ合いながら、イメ
ージを膨らませていました。

し合いの結果を発表。それぞれの着目点や発想の違い
に興味深く耳を傾けます。「保健室の歯の模型にはこ
びとや王様が住んでいて楽しそう」など豊かな感性が
光る発言も。最後に、絵の制作に向けて、画像から想
像したイメージをワークシートにまとめていました。


